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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
よ
い
よ
春

本
番
で
す
が
、
朝
晩
は
寒
い
日
も
あ
り
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

実
録
・
覚
王
山
日
泰
寺
縁
起
を
お
伝
え

し
て
い
る
今
年
の
か
わ
ら
版
。
世
界
的
に

本
物
と
認
め
ら
れ
て
い
る
仏
舎
利
（
お
釈

迦
さ
ま
の
ご
真
骨
）
が
な
ぜ
日
泰
寺
に
祀

ら
れ
た
の
か
。
そ
の
歴
史
で
す
。

★
歴
史
的
発
見

   

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
ク
ス
ト
ー
ン
・
ペ

ッ
ペ
が
発
掘
し
た
塚
の
頂
上
か
ら
地
下
八

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
出
土
し
た
石
板
。
そ

れ
は
一
枚
岩
を
く
り
ぬ
い
て
作
っ
た
大
石

櫃
の
蓋
で
し
た
。

   

大
石
櫃
は
縦
百
三
十
二
セ
ン
チ
、
横
八

十
二
セ
ン
チ
、
高
さ
六
十
六
セ
ン
チ
、
蓋

の
重
さ
は
百
八
十
五
キ
ロ
、
大
石
櫃
全
体

で
は
六
百
九
十
六
キ
ロ
と
い
う
記
録
が
残

っ
て
い
ま
す
。

   

大
石
櫃
の
中
に
は
水
晶
製
の
壺
一
個
、
滑

石
製
の
壺
四
個
、
数
百
点
の
金
銀
宝
玉
や

装
身
具
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
壺
の

ひ
と
つ
に
は
人
骨
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
蓋

に
は
紀
元
前
四
世
紀
頃
の
古
代
文
字
で
何

か
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

   

こ
の
発
見
は
本
国
（
英
国
）
に
報
告
さ

れ
、
欧
米
諸
国
の
考
古
学
者
た
ち
に
伝
わ

り
ま
し
た
。

   

ま
も
な
く
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
考
古
学
者
が
発
見
場
所
で
あ

る
ピ
プ
ラ
ー
ワ
ー
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

   

考
古
学
者
た
ち
が
人
骨
の
入
っ
て
い
た

壺
の
蓋
の
古
代
文
字
を
解
読
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

「
こ
れ
は
仏
陀
世
尊
の
舎
利
（
骨
）
を
納

め
る
も
の
で
あ
り
、
栄
光
あ
る
釈
迦
族
の

人
々
の
も
の
で
あ
る
」
。
つ
ま
り
、
お
釈

迦
さ
ま
の
骨
で
あ
る
と
い
う
記
述
で
す
。

   

骨
壺
の
大
き
さ
は
直
径
十
セ
ン
チ
、
高

さ
十
五
セ
ン
チ
で
し
た
。

   

こ
の
歴
史
的
発
見
は
西
洋
の
歴
史
学
界

や
宗
教
学
界
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

   

西
洋
で
は
お
釈
迦
さ
ま
は
架
空
の
人
物

と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
仏
舎
利

の
発
見
が
、
お
釈
迦
さ
ま
は
実
在
の
人
物

で
あ
っ
た
と
認
識
さ
れ
る
契
機
と
な
り
ま

し
た
。

★
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王

   

ペ
ッ
ペ
は
発
掘
遺
物
の
全
て
を
英
国
政

府
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

   

英
国
政
府
は
発
掘
遺
物
を
ロ
ン
ド
ン
大

英
博
物
館
と
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
と
発
見

者
ペ
ッ
ペ
に
分
配
す
る
と
と
も
に
、
仏
舎

利
は
当
時
仏
教
を
国
教
と
す
る
唯
一
の
独

立
国
で
あ
っ
た
シ
ャ
ム
の
王
室
に
寄
贈
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

   

こ
の
英
国
政
府
の
判
断
に
は
、
イ
ン
ド

が
ヒ
ン
ズ
ー
教
中
心
の
国
で
あ
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
ま
す
。

   

二
〇
〇
一
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
イ

ン
ド
の
宗
教
構
成
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
八
〇
・

五
％
、
イ
ス
ラ
ム
教
一
三
・
四
％
、
キ
リ
ス

ト
教
二
・
三
％
、
シ
ー
ク
教
一
・
九
％
、
仏

教
〇
・
八
％
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
〇
・
四
％
。
ピ

プ
ラ
ー
ワ
ー
で
仏
舎
利
が
発
見
さ
れ
た
頃

も
あ
ま
り
変
わ
り
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

   

発
見
の
翌
一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二

年
）
一
月
、
タ
イ
の
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国

王
は
イ
ン
ド
へ
使
者
を
派
遣
。
仏
舎
利
を

拝
受
し
ま
し
た
。

   

同
年
二
月
、
仏
舎
利
は
軍
艦
に
護
衛
さ

れ
て
バ
ン
コ
ク
に
到
着
。
白
い
象
に
乗
せ

ら
れ
て
街
を
練
り
歩
き
、
王
立
プ
ラ
ケ
ウ

寺
院
に
向
か
い
、
最
高
塔
ワ
ッ
ト
・
サ
ケ

ッ
ト
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。
ワ
ッ
ト
・
サ

ケ
ッ
ト
は
十
四
世
紀
ア
ユ
タ
ヤ
朝
か
ら
存

在
し
、
標
高
八
十
メ
ー
ト
ル
の
黄
金
の
丘

の
上
に
そ
び
え
ま
す
。

   

バ
ン
コ
ク
で
は
三
十
余
日
も
続
く
大
法

要
が
営
ま
れ
、
仏
教
を
篤
く
信
仰
す
る
シ

ャ
ム
国
民
は
祝
賀
ム
ー
ド
に
わ
き
か
え
っ

た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
は
別
名
ラ
ー
マ

五
世
。
一
八
六
八
年
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
仏

舎
利
を
寄
贈
さ
れ
た
当
時
は
三
十
一
歳
。

   

即
位
し
て
す
ぐ
欧
米
諸
国
を
視
察
し
、
タ

イ
の
近
代
化
に
努
め
た
国
王
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
今
で
も
国
民
の
人
気
が
高
い

そ
う
で
す
。

   

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
が
行
っ
た
近
代

化
は
チ
ャ
ク
リ
ー
改
革
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
奴
隷
売
買
禁
止
、
議
会
制
・
官
僚
制

導
入
、
学
校
教
育
開
始
、
鉄
道
建
設
な
ど
、

日
本
の
明
治
維
新
と
似
て
い
ま
す
。

   

ち
な
み
に
、
チ
ャ
ク
リ
ー
は
王
朝
の
名

前
。
つ
ま
り
、
チ
ャ
ク
リ
ー
朝
ラ
ー
マ
五

世
が
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
の
正
式
名
で

す
。

　
★
稲
垣
満
次
郎

   

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
は
拝
受
し
た
仏

舎
利
の
分
骨
を
願
い
出
た
ビ
ル
マ
（
現
在

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
、
セ
イ
ロ
ン
（
同
ス
リ

ラ
ン
カ
）
に
分
与
。
ロ
シ
ア
に
も
分
与
し

た
と
の
記
録
も
あ
り
ま
す
。

   

さ
て
、
こ
の
状
況
に
現
地
で
接
し
て
い

た
ひ
と
り
の
日
本
人
が
い
ま
し
た
。
初
代

駐
シ
ャ
ム
公
使
、
稲
垣
満
次
郎
で
す
。

稲
垣
は
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
に
日
本
へ

の
分
骨
を
願
い
出
ま
す
。
詳
し
く
は
来
月
。

乞
ご
期
待
。


